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警告 

本装置を使用する前に、 本マニュアルをよ く お読み く だ さい。 本装置は、 メ ーカーの指示に従って
使用、 保全し た場合に限り、 設計通り に機能し ます。 指示に従わないと、 設計通り に機能し ない可
能性があ り、 安全について本装置を頼り にし ている人が重度の身体傷害を受けた り、 死に至る可能
性があ り ます。

この製品は、 Bluetooth® 無線技術を採用し ています。

Bluetooth とい う語のマークやロゴは、 Bluetooth SIG、 Inc.、 の登録商標であ り、 MSA による使用は
許諾を受けています。 その他の商標や商号は、 それぞれの所有者のものです。

適合宣言書は、 MSAsafety.com の製品ページを参照し て く だ さい。

ロシア連邦、 カザフス タ ン共和国、 ベラルーシ共和国においては、 ガス検出器は有効な承認情報を
含む許可証と一緒に納品されます。 ガス検出器に付属のマニュアル CD には、 「タ イプの説明」 およ
び 「試験方法」 のド キュ メ ン ト （使用する各国で有効な測定機器のパターン承認証明書の付属文書）
が付属し ています。
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1 安全規則
1.1 正しい使用方法

 ALTAIR 4XR は、 訓練を受けたまたは資格のある方によ ってご操作頂 く マルチガス検知器です。 以

下のための危険評価を行う と きに使用するよ う に設計されています ：

• 作業員が可燃性および有毒なガスや蒸気のほか、 低濃度酸素にも暴露する可能性を評価し ます。

• 作業環境に必要な適切なガスおよび蒸気モニ タ リ ングを決定し ます。

 ALTAIR 4XR マルチガス検知器は、 以下の内容を検出し ます ：

• 可燃性ガスおよび特定可燃性蒸気

• 酸素不足または酸素豊富な雰囲気

• 不活性化アプ リ ケーシ ョ ンのモニ タ リ ング用酸素。 この検知器は、 EN 50104 に準拠し た不活性

化のための混合ガスにおける酸素濃度の測定に適し てお り、 認定を受けていますが、 ア ラーム

機能はあ り ません。

• センサーを設置する目的である特定有毒ガス。

注記 ： 検知器は大気中の酸素 30% までを検出でき る一方、 最大 21% まで酸素の使用が認められてい

ます。

ATEX 指令が有効であるのは、 25 % Vol までの O2 に関する場合だけです。

装置を使用する場合、 この取り扱い説明書を必ずお読み頂き、 順守し て頂 く 必要があ り ます。 特に、

安全に関する指示のほか、 装置の使用および操作に関する情報についても注意深 く 読み、 順守し て

く だ さい。 さ らに、 安全に使用するために、 使用者の所在国に適用される国内規制を考慮に入れる

必要があ り ます。

警告 

本製品は生命と健康をサポー ト し ています。 使用、 保守、 または修理が不適切だ と、 検知器の機能

に影響を及ぼす可能性があ り、 それによ って、 ユーザーの生命を著し く 危険に さ ら し ます。

製品を使用する前に、 操作性を検証する必要があ り ます。 機能テス ト が不合格である、 損傷を受け

ている、 満足のい く 修理 / メ ンテナンスが行われなかった、 純正 MSA スペアパーツを使用し なかっ

た場合、 製品を使用する こ とはできません。

代用または本仕様外の使用は不順守と見な されます。 このこ とは、 特に製品に対する無許可の変更、

そ し て MSA または MSA が認可し た者によ って行われなかった試運転作業にも適用されます。

警告 

本装置は CISPR 22 に基づ く ク ラス 製品です。 家庭環境では、 本製品が電波障害を引き起こす可能

性があ り ます。 この場合、 ユーザーは適切な対策を講じ る こ とが求められます。

このク ラス デジ タル機器は、 カナダの ICES-003 に準拠し ます。

本機器は、 FCC 規則のパー ト  15 に準じ、 ク ラス デジ タルデバイスの限界値でテス ト

され、 準拠し ている こ とが分かっています。

これらの限界値は、 機器が商業的環境で操作される時の有害な障害に対し て妥当な保

護を行う よ う に設定されています。 

本機器は無線エネルギーを発生し、 使用し、 照射する可能性があ り、 取扱説明書に

従って設置、 使用し ないと、 無線通信に有害な障害を生じ る可能性があ り ます。

住居地区で本機器を操作する と、 有害な障害を生じ る可能性があ り ます。 その場合、

ユーザーは自費で障害を是正する こ とが求められます。
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1.2 賠償責任情報
製品を不適切に使用、 あるいは目的通り に使用されなかった場合、 MSA は賠償責任を一切負いませ

ん。

本製品の選択および使用は、 必ず、 本製品を使用する作業場所について、 本製品やその制限に習熟

し ている資格がある安全専門家が慎重に評価し た う えで、 その指示の下で行って く だ さい。 本製品

の選択および使用、 ならびに作業場所の安全スキームへの組込みは、 雇用主が全責任を負います。

メ ーカーによる明確な承認を受けずに変更または修正を行 う と、 機器を操作するユーザーの権限を

無効にする こ と もあ り得ます。

1.3 採用すべき安全対策および予防措置

警告 

この検知器の使用を始める前に、 以下の安全上の制限や予防措置を慎重にレビ ューし て く だ さい。

検知器を改造または修正し ないで く だ さい。

これを守らないと、 重度の人身傷害、 時には死亡に至るおそれもあ り ます。

警告 

特定の環境、 工業的実践、 および暴露制限との関連で検知器測定値を解釈する上で、 訓練を受け、

資格がある人がすべての検知器測定値および情報を解釈する必要があ り ます。

機能のチ ェ ッ ク

毎日使用する前に、 検知警報器の機能をチ ェ ッ ク し ます (→ 3.7 " 機能テス ト " 章 )。 MSA では、 毎

日の使用前に所定の点検を行 う こ と をお勧めし ます。 

Bluetooth の操作

Bluetooth の操作は、 通信リ ン クの維持に必要な無線サービスの信号の利用可能性によ り ます。 無線

信号が失われる と、 リ ン ク されている検知器へのア ラームや情報の通信が妨げられます。 無線信号

の消失が発生し た場合に対する適切な予防措置を と って く だ さい。

Bump Test の実行

バンプテス ト の頻度は、 国または企業の規則で規定される こ とがよ く あ り ます。 しかし、 bump 

testing 一般的には毎日使用する前のバンプテス ト を行 う こ とが、 認められた安全上の最良の方法で

あ り、 そのため MSA の推奨事項です。 検知器は bump test に合格する必要があ り ます。 テス ト に不

合格の場合、 検知器を使用する前に校正を行います。

検知器が物理的衝撃または高レベルの汚染を受けた場合は、 よ り高い頻度で bump test  を行います 

(3.8 "Bump Test" の章を参照し て く だ さい )。 また、 テス ト される大気が以下の物質を含む場合、 可

燃性ガスセンサーの感度を鈍らせ、 その測定値を下げる可能性があ り、 よ り高い頻度で bump test 

を実行し ます :

• 有機シ リ コ ン化合物

• ケイ酸塩

• 鉛含有化合物

• 硫化水素、 200 ppm 以上の曝露、 または 1 分間に 50 ppm 以上の曝露。

可燃性ガスの最低濃度のチ ェ ッ ク

発火する可能性がある空気中の可燃性ガスの最低濃度が、 爆発下限界濃度 (LEL) と定義されます。

「XXX」 の可燃性ガス測定値は、 大気の LEL が 100 % 以上、 またはメ タ ン (CH4) が 5.00 % vol であ り、

爆発の危険がある こ と を示し ます。 危険な領域から直ちに離れて く だ さ い。
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雰囲気の順守

誤った測定値を示す可能性があるため、 以下の雰囲気での可燃性ガスまたは毒性ガスのテス ト に本

検知器を使用し ないで く だ さい ：

• 酸素不足または酸素豊富な雰囲気

• 減圧されている雰囲気

• 炉の煙突

• 不活性環境

• 可燃性浮遊 ミ ス ト / ダス ト を含む雰囲気。

センサーを設置する目的のガス / 蒸気を検出するためのみに、 検知器を使用し て く だ さい。

この検知器は、 EN 50104 に準拠し た不活性化のための混合ガスにおける酸素濃度の測定に適し てお

り、 認定を受けていますが、 ア ラーム機能はあ り ません。 

触媒センサーが可燃性を正確に測定でき るために、 適切な酸素の存在 (>10 %) が必要です。

38 °C (100 °F) を上回る引火点を持つガスには使用し ないこ と

誤った低い測定値を示す可能性があるため、 高い引火点 (38 °C 超 ,100 °F) を持つ液体からの蒸気

を含む雰囲気での可燃性ガスのテス ト に本検知機を使用し ないで く だ さ い。

物理的衝撃

検知器が物理的衝撃を受けた場合は、 校正を再確認し ます。

センサー保守

誤った測定値を示す可能性があるため、 センサーの開口部を塞がないで下さい。 センサーに損傷を

与え、 誤った測定値を示す可能性があるため、 センサー表面を圧迫し ないで く だ さい。 圧力によ っ

て、 センサーに損傷を与える可能性があるため、 センサーホースの洗浄に圧縮空気を使用し ないで

く だ さい。

表示安定化のための適切な時間

正確な測定値を表示するため、 検知器に十分な時間を取り ます。 反応時間は、 利用されるセンサー

の種類によ って変わり ます。

適切なバッ テ リー保守の順守

本検知器専用の MSA 製バッ テ リーチャージ ャーのみをご使用 く だ さい。 その他のチャージ ャーは、

バッ テ リーパッ クや検知器に損傷を与える可能性があ り ます。 現地の健康安全規制に従って廃棄し

て く だ さい。

ギャ ラ ク シー MSA GALAXY® GX2 自動テス ト システムの使用は、 ALTAIR 4XR 検知警報器を充電する

ための承認された代替方法です。

バッ テ リーパッ クは劣化するため、 検知警報器器の使用可能時間が減り ます。

爆発の危険性 : 危険な場所で検知器の再充電を行わないで く だ さい。

環境条件に注意し て く だ さい

圧力、 湿度、 温度を含むさ まざまな環境要因がセンサー測定値に影響を及ぼす可能性があ り ます。

圧力と湿度の変化は、 雰囲気中に実際に存在する酸素量にも影響を及ぼし ます。

静電気に敏感な電子機器を取り扱 う 手順に注意し て く だ さ い

検知器は、 静電気に敏感な部品を含んでいます。 適切な静電放電 (ESD) 保護を用いずに、 検知器を

開けた り、 修理し ないで く だ さ い。 静電放電によ って生じ た損傷は、 本保証の対象外です。

製品の規制にご注意 く だ さい

使用する国で適用されるすべての関連国内規制に従って く だ さい。
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保証の規制にご注意 く だ さい

本取り扱い説明書の指示に従って本製品が使用、 保守されていない場合、 本製品に対し て MSA The 

Safety Company が行 う保証は無効と な り ます。 それらの指示に従て使用者自身と他の人の安全を

守って く だ さい。 使用前に本機器に関し て、 あるいは使用または修理に関する追加情報に関し て、

書面または電話でご連絡頂 く こ と をお客様にお勧めし ています。

安全な使用のための特別な条件

• 可燃性ガスセンサーオーバーレンジが発生し た場合、 検知器はロ ッ クア ラーム状態に入り、 新

鮮な空気のある環境に置いて リ セ ッ ト する必要があ り ます。 このアラームを リ セ ッ ト するには、

新鮮な空気の中で電源を切り、 入れ直し ます。 LEL または CH4 の測定値が安定するまで、 検知

器を新鮮な空気環境に保ち、 このマニュアルに記載されている フ レ ッ シ ュエアセ ッ ト ア ッ プ と

ゼロ校正の指示に従って く だ さい。

• RFID タ グアンテナを起動するために使用する RF 放射パワーは、 EPL グループ I アプ リ ケー

シ ョ ンの場合は 6 ワ ッ ト 、EPL グループ IIC アプ リ ケーシ ョ ンの場合は 2 ワ ッ ト を超えてはな り

ません。

1.4 保証

温度に対するバッ テ リー駆動時間は保証されません。

この保証では、 フ ィ ルター、 ヒ ューズ等はカバーされません。 また、 バッ テ リーパッ クが劣化する

と、 検知器の使用可能時間が減り ます。 こ こで具体的に記載されていない他の特定ア クセサリ には

異なる保証期間が設定されている可能性があ り ます。 本保証は、 販売業者の指示および / または推

奨事項に従って製品を保守、 使用する場合に限り有効です。 

修理または修正が売り手自身または公認のサービス要員以外の人によ って行われた場合、 または保

証請求が製品の物理的不正使用または誤使用によ って生じ た場合、 売り手は本保証に基づ く すべて

の義務を免れる ものと し ます。 販売業者の代理業者、 従業員、 販売会社は、 本契約書の下で販売さ

れる製品に関する説明、 表示、 保証について販売業者に義務を負わせる権限を一切持たないものと

し ます。 販売業者が製造し ていない部品またはア クセサリ に関する保証を行いませんが、 そのよ う

な部品につきま し ては、 その部品の製造会社のすべての保証を購入者に譲渡し ます。 

本保証は、 明示、 暗示、 法令による他のすべての保証に代わる ものであ り、 この説明書に記述し た

各期間に限定される ものと し ます。 販売担当者は、 売れる保証や特定の目的の適合保証の要求を絶

対に行わないものと し ます。 製造元は、 特定用途に対する商品性または適性のいかなる保証も明確

に拒否し ます。

唯一の法的救済

上記保証の違反、 売り手の不法行為、 または他の訴因に対する買い手の唯一かつ排他的な法的救済

は、 売り手の判断で、 売り手による検査によ って欠陥が証明された後、 その機器または部品を交換

する ものとする こ と で、 明確に合意し ています。 

交換用機器および / または部品は、 販売業者の工場から無料で購入者に提供されます。 販売業者に

よる不良品の修理不足は、 重要目的の履行ですが、 こ こで救済策を設定し ないものと し ます。

間接的損害の除外

販売業者は、 期待利益の未達成、 製品の不具合による損失に限らず、 経済的損害、 特別損害、 二次

的損害、 間接的損害等どのよ う な損害であろ う と も絶対に購入者に対し て責任を負わないこ と をご

理解、 同意し て頂 く 必要があ り ます。 この除外は、 保証の違反、 不法行為、 または売り手に対する

他の訴因に対する賠償請求に適用されます。

品目 保証期間

シ ャーシおよび電子機器 4 年

他に特に規定がなければ、 すべてのセンサー 4 年

XCell EX-H センサー 1 年
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2 説明
2.1 概要

図 1 検知器概要

検知器は、 周囲空気や作業環境中のガスを監視し ます。 

最大 3 つのセンサーを備え、 4 種類の個別のガスの測定値を表示し ます (Two-Tox センサーは、 単一

のセンサーで 2 種類の有毒ガスを検知できます )。

検知器は大気中の酸素 30% までを検出でき る一方、 最大 21% まで酸素の使用が認められています。

個別のガスのア ラームレベルは工場設定されてお り、 設定メ ニューを通じ て変更できます。

GALAXY GX2 テス ト ス タ ン ド または MSA Link ソ フ ト ウ ェ アを通じ ても、 これらの変更を行う こ とが

できます。 GALAXY GX2 フ ァームウ ェ アまたは MSA Link ソ フ ト ウ ェ アの最新バージ ョ ンを MSA の

ウ ェ ブサイ ト  www.msasafety.com からダウンロー ド し て く だ さい。

1 データ リ ン ク通信ポー ト 8 デ ィ スプレ イ

2 バンプ LED ( 緑色 / 赤色 ) および 
エラー LED （黄色）

9 アラーム LED （4）

3 センサー入口 10 ベル ト ク リ ッ プ

4 ホーン 11 充電接続部

5  ボタ ン 12 ネジ （4）

6  ボタ ン 13 充電 LED （赤色 / 緑色 / オレンジ色）

7 q ボタ ン 14 Bluetooth 状態 LED 

9

9

1
2
9

3

4
5

6

7

8

3

14
13

10

11

12

フ レ ッ シュ エアセ ッ ト ア ッ プ中にガスが存在する と、 検知器が機能し な く な り、 通常

操作モー ド にな り ます。



アルテ ィ ア ® 4XR 10

説明

JP

2.2 検知器ハー ド ウ ェ アイ ン タ フ ェース
検知警報器の操作は、 3 つの機能ボタ ンによ りデ ィ スプレ イからのダイアログによ って行われます 

（→ 2.2 " 検知器ハー ド ウ ェ アイ ン タ フ ェ ース "）。

検知器には、 操作するための 3 つのボタ ンがあ り ます。 各ボタ ンで直接定義されるよ う に、 各ボタ

ンは 「ソ フ ト キー」 と し て機能できます。

ボタ ン定義

LED 定義

バイブレーシ ョ ンア ラーム

検知器はバイブレーシ ョ ンア ラームを備えています。

ボタ ン 説明

q

q ボタ ンは、 検知器の電源オン / オフ または操作選択を確認するために使用され

ます。 検知器起動中に  ボタ ン と  q ボタ ンが同時に押される と、 オプシ ョ ン設

定モー ド が表示されます。


 ボタ ンは、 測定モー ド で次のデータ画面に進む、 あるいは設定モー ド で前の

ページに戻るまたは値を減少するために使用されます。 通常操作モー ド でにこの

ボタ ン を 3 秒間押し続ける と、 イ ンス タ ン ト ア ラー ト ア ラームを起動し ます。



 ボタ ンは、 測定モー ド でピーク、 STEL TWA を リ セ ッ ト する、 そ し てアラーム

を確認する （可能な場合）、 あるいは測定モー ド 校正にア クセスするために使用

されます。 また、 設定モー ド でページ送り と し て、 あるいは値を増加させるため

に使用されます。

LED 説明

緑色 / 赤色 

( バンプ LED)

Bump Test に合格する と、 緑色の LED が 24 時間の間、 15 秒ご と に点滅し ま

す。

検知器が bump test  に失敗し た場合、 または 24 時間が経過する と、 15 秒ご

とに赤い LED が点滅し ます。

MSA GALAXY GX2 テス ト ス タ ン ド または MSA Link ソ フ ト ウ ェ アを通じ て、

このオプシ ョ ンをオフにする こ とができます。

赤 

( ア ラーム LED)

赤色アラーム LED は、 検知器のア ラーム状況またはあらゆる種類のエ ラー

の視覚表示です。

黄

（障害 LED）

黄色 の障害 LED は、 検知器に何らかの障害がある こ と を視覚表示し ます。

この LED は、 以下の状況で点灯し ます ： 

• 検知器メ モ リ エラー

• センサー不明

• センサーエ ラー

赤色 / 緑色 / オレン

ジ色

（充電 LED）

充電 LED は、 充電状況を表示です。 

• 赤色 ： 装置は充電中です 

• 緑色 ： 充電完了

• オレンジ色 ： 充電中に問題を検出

青 

（Bluetooth

状態）

青い LED は、 Bluetooth 接続状態を示すために点灯し ます。

• オフ = Bluetooth がオフ、 または見つからない

• 高速で点滅 = 発見モー ド

• 低速で点滅 = 接続済み
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バッ ク ラ イ ト

フ ロン ト パネルのいずれかのボタ ンを押すとバッ ク ラ イ ト が自動的に点灯し ます。 バッ ク ラ イ ト は、

使用者によ り MSA Link ソ フ ト ウ ェ アを通じ て点灯持続時間を設定する事が可能です。MSA GALAXY 

GX2 テス ト ス タ ン ド または MSA Link ソ フ ト ウ ェ アを通じ て、 この期間を設定する こ とができます。

ホーン

ホーンは、 警報音を提供し ます。

操作ビープ音

この操作ビープ音は、 以下の条件の下、 ホーンから ビープ音を鳴ら し、 ア ラーム LED を点滅させ

て、 30 秒ご と に作動し ます ：

• 操作ビープ音が有効

• 検知器は通常の動作モー ド である

• 検知器にバッ テ リー警告が出ていない

• 検知器にガスア ラームが出ていない

• 音声および視覚オプシ ョ ンが有効である

2.3 オンスク リーン イ ンジケーター

図 2 デ ィ スプレ イ

1 グラ フ ィ ッ ク記号 3 ガス濃度

2 ガス タ イプ

ア ラーム記号 - ア ラーム状態を示す

動作ア ラー ト  - 動作ア ラー ト が作動し ている こ と を示す

バンプチ ェ ッ ク記号 - bump test または校正に合格し たこ と を示す

必要な相互作用を表示

バッ テ リー状態 - バッ テ リー充電残量を示す

1

2

3
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バッ テ リー寿命イ ンジケータ

バッ テ リー状態アイ コ ンは、 デ ィ スプレ イの右上隅に継続的に表示されます。 バッ テ リーを使い果

たすと、 バッ テ リ ーアイ コ ンの輪郭のみを残し てバッ テ リーアイ コ ンの断片が空白にな り ます。

各イ ンジケータ セグ メ ン ト は、 バッ テ リー総容量の約 25  % を意味し ます。

バッ テ リー警告

警告 

検知器の使用中にバッ テ リー警告ア ラームが作動し た場合は、 バッ テ リ寿命の終わりが近づいてい

るので、 すぐにそのエ リ アから離れて く だ さ い。 この警告に従わないと、 重度の身体傷害を引き起

こ し た り、 死に至る可能性があ り ます。

室温での検知器の使用可能時間は 24 時間です。 Bluetooth 接続が有効な状態での使用時間は約 22 時

間です。 -20 ℃ /- 4 °F での検知警報器の使用時間は約 14 時間です。

実際の使用時間は、 周囲温度やア ラーム状態に応じ て変わり ます。

個別のガスのア ラームレベルは工場設定されてお り、 設定メ ニューを通じ て変更できます。

センサーラベル

校正設定

校正ガスシ リ ンダ - 校正ガスを使用する必要がある こ と を示す

ガスシ リ ンダな し - 校正ガスが使用されるべきでな く 検知器を新鮮な空気に曝す必要

がある こ と を表示。

砂時計 - ユーザーが待つ必要がある こ と を示す

最小 - 最小値または低ア ラームを示す

ピーク記号 - ピーク測定値または高ア ラームを表示

STEL 記号 - STEL ア ラームを表示

TWA 記号 - TWA ア ラームを表示

センサー寿命記号 - センサーの寿命末期を示す

Bluetooth 記号 - Bluetooth 操作が有効である こ と を示す

COMB/EX
O2

H2S
CO

NO2
SO2
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バッ テ リー低下警告は、 バッ テ リーを完全に使い果たす前に 30 分の使用時間が残っている こ と を示

し ます。

検知器にバッ テ リ ー低下警告が発生する と ：

• バッ テ リー寿命イ ンジケータが点滅し ます

• ア ラームが鳴り ます 

• ア ラーム LED が点滅し ます 

• デ ィ スプレ イに 「LOW BATT」 と表示し ます 

• 装置はこの警告を 60 秒ご と に繰り返し、 電源を切るかバッ テ リーのシ ャ ッ ト ダウンが起こ るま

で動作し続けます。

バッ テ リーシ ャ ッ ト ダウン

警告 

バッ テ リーシ ャ ッ ト ダウンア ラームが作動し た場合、 危険の可能性を示すのに十分な動力がも う な

く 、 安全に関し て本検知器を頼り にし ている人が重度の人身傷害を被った り、 死亡する可能性があ

るため、 検知器の使用を停止し て く だ さい。

最終シ ャ ッ ト ダウン （バッ テ リーが検知器を も う動かすこ とができない） の 60 秒前に、 検知器は

バッ テ リーシ ャ ッ ト ダウンモー ド にな り ます ：

• デ ィ スプレ イに 「BATT ALARM」 を点滅させます 

• ア ラームが鳴り ます、 ラ イ ト が点滅し ます。 アラームを消音する こ とはできません。

• 他のページを表示できません。 約 1 分後、 検知器の電源が自動的に切れます。

バッ テ リーシ ャ ッ ト ダウン状態が生じ る と ：

(1) その場所を直ちに離れて く だ さい。

(2) バッ テ リーを再充電し て く だ さい。

バッ テ リーの充電

警告 

爆発の危険性 : 危険な場所で検知器の再充電を行わないで く だ さい。

警告 

検知器附属のチャージ ャー以外のチャージ ャーを使用する と、 バッ テ リーに損傷を与えた り、 不適

切な充電を行 う 可能性があ り ます。

チャージ ャーには、 完全に使い果た されたバッ テ リーパッ ク を通常の室温環境で 4 時間以内に充電

する能力があ り ます。

バッ テ リー低下警告中の残り使用時間は、 周囲温度に左右されます。

充電を行 う前に、 非常に高温または低温の装置を安定化させるために 1 時間、 室温で

放置し て く だ さ い。
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検知器を充電するには

• チャージ ャーコネク タが検知器背面の充電ポー ト に し っかり固定されている こ と を確認し ます。

• バッ テ リー記号内の 4 つのセグ メ ン ト を徐々に増加させ、 90 % になるまで充電 LED は赤色を表

示し ます。 その後、 バッ テ リー記号は断片が全部点灯し たままにな り、 バッ テ リーが容量一杯

まで細流充電されている間、 充電 LED は緑色にな り ます。

• 充電中に問題が検出される場合、 バッ テ リー記号は点滅し、 充電 LED がオレンジ色にな り ま

す。 パワーモジ ュールから検知器を取り外し、 再度パワーモジ ュールに接続し て充電サイ クル

を リ セ ッ ト し ます。 

• 不使用期間中、 チャージ ャーを検知器 / バッ テ リーパッ クに接続し たままにできます。

• 検知器を充電する最低温度及び最高温度は、 それぞれ 10 °C (50 °F) および 35 °C (95 °F) で

す。

• 室温 23 °C (73 °F) が最適な充電環境です。

2.5 追加ページの表示
検知器の電源投入時に、 メ イ ン画面が表示されます。

以下に移動するため   ボタ ンでオプシ ョ ンデ ィ スプレ イ を表示できます ：

バンプモー ド

(1) バンプモー ド を選択するには、 q ボタ ンを押し ます。

(2) 前に移動するには、   ボタ ンを押し ます。 

(3) メ イ ンページに戻るには、  ボタ ンを押し ます。

ピーク測定値 （PEAK ページ）

ピークアイ コ ン （→2.3 " オンスク リ ーン イ ンジケーター " 章） は、 電源がオンにされてから、 また

はピーク測定値がリ セ ッ ト されてから検知器が記録し たガスの最高濃度を示し ます。

ピーク測定値を リ セ ッ ト するには ：

(1) PEAK ページにア クセス し ます。

(2)  ボタ ンを押し ます。

最小測定値 （MIN ページ）

このページは、 電源投入し てから、 または MIN 測定値を リ セ ッ ト し てから検知器で記録された酸素

の最低濃度を示し ます。

デ ィ スプレ イに ミ ニマムアイ コ ン （→2.3 " オンス ク リーン イ ンジケーター " 章） が表示されます。 

最小測定値を リ セ ッ ト するには ：

(1) MIN ページにア クセス し ます。

(2)  ボタ ンを押し ます。

短時間暴露限界 （STEL ページ）

警告 

STEL ア ラームが作動し ている場合、 汚染されている場所から直ちに離れて く だ さい。 周囲のガス濃

度が事前に設定されている STEL アラームレベルに達し ています。 この警告に従わないと、 有毒ガ

スへの過剰暴露を生じ、 安全について本製品を頼り に し ている人が重度の身体傷害を受けた り、 死

に至る可能性があ り ます。

15 分以上の平均曝露を示す STEL アイ コ ン (→2.3 " オンス ク リーン イ ンジケーター" 章 ) がデ ィ スプ

レ イに表示されます。 
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検知器で検出されたガスの量が STEL の限度以上である場合 ：

• ア ラームが鳴り ます

• ア ラーム LED が点滅し ます

• STEL アイ コ ンが点滅し ます。

STEL を リ セ ッ ト するには ：

(1) STEL ページにア クセス し ます。

(2)  ボタ ンを押し ます。

STEL ア ラームは、 15 分間の曝露で計算されます。

STEL 計算例 ：

検知器は少な く と も 15 分間動作し ていた と仮定し ます ：

35 ppm の 15 分曝露 ：

35 ppm の 10 分曝露および 5 ppm の 5 分曝露 ：

MSA GALAXY GX2 テス ト ス タ ン ド または MSA Link を通じ て、 このページを無効にできます。

時間加重平均 （TWA ページ）

警告 

TWA ア ラームが作動し ている場合、 汚染されている場所から直ちに離れて く だ さい。 周囲のガス濃

度が事前に設定されている TWA ア ラームレベルに達し ています。 この警告に従わないと、 有毒ガス

への過剰暴露を生じ、 安全について本製品を頼り に し ている人が重度の身体傷害を受けた り、 死に

至る可能性があ り ます。

装置の電源がオンに されてから、 または TWA 測定値がリ セ ッ ト されてからの平均曝露時間を示す 

TWA アイ コ ン (→2.3 " オンス ク リーン イ ンジケーター " 章 ) がデ ィ スプレ イに表示されます。 検出

されたガスの量が 8 時間 TWA 限度以上である場合 ：

• ア ラームが鳴り ます

• ア ラーム LED が点滅し ます

• TWA アイ コ ンが点滅し ます。

TWA を リ セ ッ ト するには ：

(1) TWA ページにア クセス し ます。

(2)  ボタ ンを押し ます。

TWA ア ラームは、 8 時間の暴露で計算されます。

(15 分 x 35 ppm)
 = 35 ppm

15 分

(10 分 x 35 ppm) + (5 分 x 5 ppm)
 = 25 ppm

15 分
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TWA 計算例 ：

50 ppm の 1 時間曝露 ：

50 ppm の 4 時間曝露および 100 ppm の 4 時間曝露 ：

100 ppm の 12 時間曝露 ：

MSA GALAXY GX2 テス ト ス タ ン ド または MSA Link ソ フ ト ウ ェ アを通じ て、このページを無効にでき

ます。

時間表示

現在時間は、 デフ ォル ト で 12 時間形式でデ ィ スプレ イに表示されます。

MSA GALAXY GX2 テス ト ス タ ン ド または MSA Link を用いて、 24 時間形式を選択できます。

日付表示

現在日付は、 MMM-DD-YYYY.

デ ィ スカバリーモー ド ページ 

他の検知器とペア リ ングするために、 検知器を Bluetooth デ ィ スカバリ ーモー ド にする こ とができま

す。 BT SETUP （BT 設定） ページを通じ て、 このページを無効にできます。

動作ア ラー ト 有効化

モーシ ョ ンア ラー ト 機能を有効または無効するには、 モーシ ョ ンア ラー ト ページが表示されている

間に  ボタ ンを押し ます。 モーシ ョ ンア ラー ト 機能が有効に されている場合、 モーシ ョ ンア ラー ト

記号 （→2.3 " オンス ク リーン イ ンジケーター " 章） が 3 秒ご とに点滅し ます。使用者の動きが 20 秒

間検知されない場合、 検知器はプ リ ア ラーム状態に入り ます。 検知器を動かする こ と で、 この状態

を解除する こ とができます。 

その後 30 秒全 く 動きが感知されない場合、 完全モーシ ョ ンア ラー ト 状態に入り ア ラームを鳴ら し ま

す。  ボタ ンを押すこ と でのみ、 このア ラームを解除できます。

2.6 センサー不明アラーム
センサーが検知器に正し く 設置されていない、 または機能し ていないこ と を検知器が検出する と、

検知器はセンサー ミ ッ シングア ラームに入り ます。 

センサーが不明である と検出される と、 以下のこ とが生じ ます ：

• "SENSOR ERROR" デ ィ スプレー。

• デ ィ スプレーで、 不明と し て検出されたセンサー上のフ ラグが点滅し ます。

• ア ラームが鳴り ます、 ラ イ ト が点滅し ます。

• 黄色の障害 LED が点灯し ます。

• 起動時にセンサーエラーが発生する場合、 60 秒で検知器の電源がオフにな り ます。

(1 時間 x 50 ppm) + (7 時間 x 0 ppm)
 = 6.25 ppm

8 時間

(4 時間 x 50 ppm) + (4 時間 x 100 ppm)
 = 75 ppm

8 時間

(12 時間 x 100 ppm)
 = 150 ppm

8 時間
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2.7 センサー寿命警告
センサーがラ イ フに近づいている場合、 検知器はセンサー校正後に警告し ます。 この時点ではセン

サーがまだ完全に機能し ていますが、 この警告によ り センサーの交換を計画し、 停止時間を最小限

に抑える時間をユーザーに与えます。 ♥ 記号が継続的に表示されます。 詳細については、 3.10 " 校正

" 章をご覧 く だ さ い。

2.8 センサー寿命表示
検知器が 1 つ以上のセンサーを校正できない場合、 検知器は 「SPAN ERR」 を表示し、 続いてア

ラーム記号と センサーのラ イ フ を示す ♥ 記号を表示し ます。 詳細については、 3.10 " 校正 " 章をご

覧 く だ さい。

2.9 有毒ガスのモニ タ リ ング
検知器は、 周囲空気中の以下の有毒ガスの濃度をモニ タ リ ングできます ：

• 一酸化炭素 (CO)

• 硫化水素 (H2S)

• 二酸化硫黄 (SO2)

• 二酸化窒素 (NO2)

他のページが選択されまたは検知器の電源が切られるまで、 検知器は通常操作ページに 100 万分の 

1 (PPM) または mg/m3 でガス濃度を表示し ます。

警告 

検知器を使用し ている間にア ラームが作動する場合、 直ちにその場所を離れて く だ さ い。

そのよ う な環境の下に留まる と、 深刻な人身傷害を引き起こ し た り、 死に至る可能性があ り ます。

装置は各有毒ガスについて 4 つのガスア ラームがあ り ます。

• 高ア ラーム

• 低ア ラーム

• STEL ア ラーム

• TWA アラーム

ガス濃度がア ラーム設定値に達するか超える と、 検知器は以下の動作を行います ：

• バッ ク ラ イ ト が点灯

• バイブレーシ ョ ンアラームを発する

• ア ラーム記号と ミ ニマムアイ コ ン ( 低ア ラーム ) またはマキシマム (PEAK) アイ コ ン (高ア ラーム

) のどち らかを表示し て点滅し ます

• ア ラーム状態に入り ます。

ガス測定値がセンサーのフルスケールの範囲を超える場合、 検知器は実測値に 「+ + +」

を表示し ます。

ガス測定値が定義された範囲下閾値を下回る場合、 検知器は実測値に 「- - -」 を表示

し ます。
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2.10 酸素濃度のモニ タ リ ング
検知器は、 周囲空気中の酸素濃度をモニ タ リ ングし ます。 以下の 2 種類の異なる条件でア ラーム設

定値を設定できます :

• 過剰 - 酸素濃度 > 20.8% または 

• 不足 - 酸素濃度 < 19.5%。

検知器は大気中の酸素 30% までを検出でき る一方、 最大 21% まで酸素の使用が認められています。

警告 

検知器を使用し ている間にア ラームが作動する場合、 直ちにその場所を離れて く だ さ い。

そのよ う な環境の下に留まる と、 深刻な人身傷害を引き起こ し た り、 死に至る可能性があ り ます。

ア ラーム設定値が上記条件のいずれかに達し た場合 ：

• ア ラームが鳴り ます

• ア ラーム LED が点滅し ます

• バイブレーシ ョ ンアラームが作動し ます

• ア ラームアイ コ ン と、 対応する酸素濃度と と もに ミ ニマムアイ コ ン （過剰ア ラーム） またはマ

キシマムアイ コ ン （不足ア ラーム） （→2.3 " オンス ク リーン イ ンジケーター " 章） のどち らか

を表示し て点滅し ます。

LOW ア ラーム （酸素不足） は固定され、 酸素 [O2] 　 濃度が LOW 設定値以上にな って

も自動的に リ セ ッ ト されません。 ア ラームを リ セ ッ ト するには、  ボタ ンを押し ま

す。 ア ラーム状態がまだ存在する場合、  ボタ ンを押す事によ り 5 秒間ア ラームを消

音する事が可能です。 

大気圧 （高度） の変化、 または周囲温度の極端な変動によ り誤った酸素ア ラームが発

生する可能性があ り ます。 

使用温度および使用圧力で酸素校正を行 う こ と をお勧めし ます。 校正を行 う 前に検知

器を組成が分かっている新鮮な空気中に置いてお く よ う にご注意 く だ さい。

ガス測定値がセンサーのフルスケールの範囲を超える場合、 検知器は実測値に 「+ + 

+」 を表示し ます。

ガス測定値が定義された範囲下閾値を下回る場合、 検知器は実測値に 「- - -」 を表示

し ます。



アルテ ィ ア ® 4XR 19

説明

JP

2.11 可燃性ガスのモニ タ リ ング
検知器は、 周囲空気中の以下のガス濃度をモニ タ リ ングできます ：

• メ タ ン

• 可燃性ガス

検知器は、 別のページが選択されるまたは検知器の電源が切られるまで、 測定ページに % LEL また

は % CH4 で可燃性ガス濃度を表示し ます。

警告 

検知器を使用し ている間にア ラームが作動する場合、 直ちにその場所を離れて く だ さ い。

そのよ う な環境の下に留まる と、 深刻な人身傷害を引き起こ し た り、 死に至る可能性があ り ます。

検知器には、 以下の 2 種類のア ラーム設定値があ り ます ：

• 高ア ラーム

• 低ア ラーム

ガス濃度がア ラーム設定値に達するか超える と、 検知器は以下の動作を行います ：

• バッ ク ラ イ ト が点灯

• バイブレーシ ョ ンアラームが作動し ます

• ア ラームアイ コ ン と  ミ ニマムアイ コ ン  （低ア ラーム） またはマキシマムアイ コ ン

 （高ア ラーム） のどち らかを表示し て点滅し ます 

• ア ラーム状態に入り ます。

警告 

「100」 または 「5」 の可燃性ガス測定値は、 大気の LEL が 100% 以上、 またはメ タ ン (CH4) が 5.00% 

vol であ り、 爆発の危険がある こ と を示し ます。 汚染された領域から直ちに離れて く だ さ い。

そのよ う な場合、 検知器はロ ッ クア ラーム状態に入り ます。

ガス測定値が 100 % LEL CH または 5.00% CH4 になる と、 検知器はロ ッ ク アラーム状態

に入り、 可燃性ガスセンサーシ ャ ッ ト ダウン し、 実測値に 「xxx」 を表示し ます。 検

知器の電源を切り、 新鮮な空気のある環境に置 く こ と でのみ、 この状態を リ セ ッ ト で

きます。

ガス測定値が定義された範囲下閾値を下回る場合、 検知器は実測値に 「- - -」 を表示

し ます。

100 % LEL に関する国内基準値をご確認 く だ さ い (EN60079-20-1)。
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3 操作
検知警報器の操作は、 3 つの機能ボタ ンによ りデ ィ スプレ イからのダイアログによ って行われます 

（図 1 " 検知器概要 " を参照し て く だ さ い）。

3.1 環境要因
圧力、 湿度、 温度の変化を含むさ まざまな環境要因がガスセンサー測定値に影響を及ぼす可能性が

あ り ます。 圧力と湿度の変化は、 雰囲気中に実際に存在する酸素量に影響を及ぼし ます。

圧力変動

圧力が急速に変動する場合 ( 例、 エアロ ッ クのステ ッ ピング )、 酸素センサーの測定値は一時的に変

動し、 検知器にアラームを引き起こす可能性があ り ます。 酸素の割合が 20.8 Vol % 近 く で維持される

間、 著しい割合で全体圧力が下がる と大気中に存在する呼吸のために必要な総酸素量が危険な状況

になる可能性があ り ます。

湿度変動

湿度が急激に変動する場合 （例 ： 乾燥し空調された環境から屋外の湿気をたっぷり と含んだ空気中

に移動する）、 空気の変位酸素中の水蒸気によ って酸素測定値が最高 0.5 % 低下する可能性があ り ま

す。 

酸素センサーには、 酸素測定値に対する湿度変動の影響を減らすための特殊フ ィ ルターが付いてい

ます。 これは、 即効で影響を与える訳ではな く 、 数時間に亘っ て酸素測定値にゆっ く り と影響を及

ぼし ます。

温度変動

センサーには温度補正機能が内蔵されています。 しかし、 温度が劇的に変わる場合、 センサー測定

値が変わる可能性があ り ます。 影響を最小限に抑えるために、 作業場所の温度で検知器をゼロに設

定し ます。
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3.2 電源投入およびフ レ ッ シュエアセ ッ ト ア ッ プ
検知警報器の操作は、 3 つの機能ボタ ンによ りデ ィ スプレ イからのダイアログによ って行われます 

（図 1 " 検知器概要 " を参照し て く だ さ い）。

詳細情報は、 7 " 付録 " 章のフ ローチャー ト をご覧 く だ さい。

(1) q ボタ ンで検知器の電源を入れます。

検知器は自己診断を行い、 その後、 フ レ ッ シュ エアセ ッ ト ア ッ プに移り ます ：

• すべてのデ ィ スプレーセグ メ ン ト が有効にな り ます

• 警報音が鳴り ます

• ア ラーム LED が点灯し ます

• バイブレーシ ョ ンアラームが有効にな り ます。

自己テス ト 中、 検知器は ミ ッ シングセンサーを確認し ます。 センサーないでない場合、 検知器はセ

ンサー ミ ッ シング画面を表示し、 電源が切れるまでア ラームを発し ます。 そ う でなければ、 電源投

入シーケンスが継続されます。

検知器は以下の内容を表示し ます ：

• ア ラームおよびデ ィ スプレー自己診断

• 製造者名

• 検知器名

• ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 

• FCC ID 

• IC ID

• Bluetooth ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン ( 有効な場合 )

• センサー発見

• 可燃性ガスの種類

• 有毒ガスの単位

• ア ラーム設定値 （PEAK, MIN） （STEL, TWA）

• 校正値

• 日付と時間表示

• 最終校正日付 （有効な場合）

• CAL Due 日付 ( 有効な場合 )

• フ レ ッ シ ュ エアセ ッ ト ア ッ プオプシ ョ ン。
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設定中の画面表示

起動中に、 以下の複数のシーケンスが行われ、 画面が表示されます ：

起動シーケンス中、 すべての自動ページ表示タ イムアウ ト は、 2 ～ 4 秒の範囲に事前

設定されています。

検知器自己診断

検知器が自己診断を行います。

検知器名およびソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 

ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン検知器名が表示されます。
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可燃性ガスの種類

可燃性ガスの種類名前が表示されます。 例 ： ブ タ ン。 

注記 ： センサー設定メ ニューまたは MSA GALAXY GX2 テス ト ス タ ン ド または 

MSA Link ソ フ ト ウ ェ アを通じ て、 可燃性ガスの種類を変更できます。

有毒ガスの単位

有毒ガスの単位を表示し ます （ppm または mg/m3）。 

注記 ： MSA GALAXY GX2 テス ト ス タ ン ド または MSA Link ソ フ ト ウ ェ アのみを通

じ て、 有毒ガスの単位を修正できます。

ア ラーム設定値

有効な全てのセンサーのア ラーム設定値が表示されます。 

低ア ラーム設定値が表示され、 続いて高ア ラーム設定値が表示されます。

注記：設定メ ニューまたは MSA GALAXY GX2 テス ト ス タ ン ド または MSA Link ソ

フ ト ウ ェ アを通じ て、 ア ラーム設定値を手動で変更できます。
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STEL および TWA 設定値

すべての設置され、 有効なセンサーの事前設定された STEL および TWA 値が表

示されます。

校正値

イ ンス ト ールされた有効なセンサーの事前設定校正値が表示されます。

時間と日付

日付が、 月、 日、 年の形式で表示されます。

注記 ： バッ テ リーが完全に消耗し て し ま う 場合、 時間と日付がリ セ ッ ト されま

す。 起動時に、 時間と日付を入力するよ う にユーザーを促し ます。

時間と日付の情報が不明な場合、 以下の内容に リ セ ッ ト されます 

タ イムス タ ンプ （00:00） で （Jan-01-2016）。

最終校正日付および CAL Due

注記 ： MSA GALAXY GX2 テス ト ス タ ン ド または MSA Link ソ フ ト ウ ェ アを通じ

て、 これらの表示オプシ ョ ン を設定できます。 これらのオプシ ョ ンが設定され

ていない場合、 これらの画面は表示されません。

• デフ ォル ト で、 最終校正は有効です。

• デフ ォル ト では、 Cal Due は無効です。
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フ レ ッ シュエアセ ッ ト ア ッ プ (FAS)
FAS は、 検知器の自動ゼロ点校正用のためのものです。 

フ レ ッ シ ュエアセ ッ ト ア ッ プには限界値があ り ます。 これら限界値の範囲外であるセンサーのゼロ

は、 FAS コマン ド では調整されません。

警告 

新鮮で汚染されていない空気ないにいる こ と を確認せずに、 フ レ ッ シ ュ エアセ ッ ト ア ッ プを起動さ

せないで く だ さい。 これに従って頂かない場合、 不正確な測定値が生じ、 危険な周辺空気を安全だ

と誤って表示する可能性があ り ます。 周囲の空気の品質に関し て疑いがある場合、 フ レ ッ シュ エア

セ ッ ト ア ッ プ機能を使用し ないで く だ さい。 毎日の校正チ ェ ッ クの代わり と し て、 フ レ ッ シュ エア

セ ッ ト ア ッ プを使用し ないで く だ さい。 span 精度を検証するため、 校正チ ェ ッ クが必要です。 この

警告に従わないと、 重度の身体傷害を引き起こ し た り、 死に至る可能性があ り ます。

図 3 フ レ ッ シ ュ エアセ ッ ト ア ッ プ

フ レ ッ シ ュ エアセ ッ ト ア ッ プ (FAS)

FAS 画面が表示されます。

バッ テ リー充電サイ クル （完全放電し たバッ テ リーの場合、 4 時間） が完了する前に

中断された場合、 フ レ ッ シ ュ エアセ ッ ト ア ッ プを行う 前に 30 分間、 検知器の内部温

度を安定化させるために放置し ます。
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このオプシ ョ ンが有効な場合、 検知器には 「FAS?」 が表示され、 フ レ ッ シュ エアセ ッ ト ア ッ プを行

う よ う 使用者促し ます。

(1)  ボタ ンを押すと、 フ レ ッ シュ エアセ ッ ト ア ッ プをスキ ッ プ し ます。

 フ レ ッ シ ュ エアセ ッ ト ア ッ プがスキッ プ され、 検知器は測定ページ （メ イ ンページ） に進みま

す。

(2) 10 秒以内に q ボタ ンを押すと、 フ レ ッ シュ エアセ ッ ト ア ッ プを行います。

 検知器は FAS を開始し ます。

 画面には、 ガスな し記号、 点滅する砂時計、 すべて有効なガスセンサーの測定値が表示されま

す。

 FAS 校正の終了時に検知器は 「FAS PASS」、 または FAS 限界値の範囲外だったセンサーにフ ラ

グをたてて 「FAS ERR」 を表示し ます。 FAS 限界値の範囲内にある全のセンサーはゼロに設定

されます。

3.3 測定モー ド [ 通常操作 ]
通常操作モー ド では、 STEL および TWA 値を消去する前、 または Span およびゼロ校正を行 う 前に、

使用者は ミ ニマムと ピーク測定値を確認する こ とができます。 

通常操作画面から以下のオプシ ョ ンページを実行できます ：

バンプページ

このページによ って、 ユーザーは bump test を行 う こ とが可

能です。

PEAK ページ

このページは、 すべてのセンサーのピーク測定値を示し ま

す。

Min ページ

このページは、 酸素センサーの最小測定値を表示し ます。

STEL ページ

このページは、 検知器の STEL 計算値を示し ます。

TWA ページ

このページは、 検知器の TWA 計算値を示し ます。
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3 つの検知器ボタ ン を用いて、 ユーザーは上 / 下の順序で各サブ メ ニューを移動できます。

これらの画面の移動に関する詳細な説明については、図 1 " 検知器概要 " および 7 " 付録 " 章を参照

し て く だ さ い。

3.4 検知器設定
設定メ ニューにア クセスするには、 検知器の電源をオンに し た際、   ボタ ンを長押し し ながら検知

器の電源を入れた場合に限り、 設定メ ニューにア クセスできます。

検知器の電源投入時には、 このモー ドのみを有効にできます。

操作は以下のとお り です ：

(1) 検知器の電源をオンにする間、  ボタ ンを押し たままに し ます。

(2)  と  ボタ ンを用いて、 設定パスワー ド を入力し ます。 デフ ォル ト パスワー ド は 「672」 で
す。

(3)  q ボタ ンを押し、 設定メ ニーに入り ます。

 不正なパスワー ド が 2 回入力される と、 検知器は通常操作モー ド にな り ます。

 正しいパスワー ド ： 検知器は継続し / ビープ音が 1 回鳴り ます。

設定モー ド で ：

• q ボタ ンを押し、 選択し た値を保存または、 次のページに移動し ます。

•  ボタ ンを押し、 1 ずつ値を増加させる、 またはオン / オフ を選択し ます。

•  ボタ ンを押し たままにする と 10 ずつ値を増加し ます。

•  ボタ ンを押すし 1 ずつ値を減少させる、 またはのオン / オフ を選択し ます。

•  ボタ ンを押し たままにする と 10 ずつ値を減少し ます。

時間 / 日付ページ

このページは、 検知器の実際の時間と日付設定値を示し ま

す。

デ ィ スカバリ ーモー ド

このページでは、 他の検知器とペア リ ングするために、 検

知器を Bluetooth デ ィ スカバリ ーモー ド にする こ とができま

す。

動作アラー ト  ( オプシ ョ ン )

このページによ って、 動作ア ラー ト 機能を有効または無効

にできます。

MSA GALAXY GX2 テス ト ス タ ン ド または MSA Link ソ フ ト ウ ェ アを通じ て、 パスワー

ド を変更できます。
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 と  ボタ ンを押すこ と で、 以下のオプシ ョ ンを利用できます ：

• センサー設定 (SENSOR SETUP)

• 校正設定 (CAL SETUP)

• ア ラーム設定 (ALARM SETUP)

• 時間と日付の設定 (TIME SET)

• Bluetooth 設定 (BT SETUP)

• 終了

センサー設定
各センサーをオン / オフできます。

詳細情報は、 7.6 " センサー設定 " 章のフ ローチャー ト をご覧 く だ さ い。

図 4 センサー設定

(1) この設定をスキ ッ プするには、  または  ボタ ンを押し ます。 ボタ ンが押されない場合、 以
下のよ う に続きます。

(2) q ボタ ンを押すとサブ メ ニューに入り ます。

(3)  または  ボタ ンを用いて、 オプシ ョ ン を変更し、 q ボタ ンで確定し ます。

(4) 他のすべてのセンサーに対し て、 この手順を繰り返し ます。

(5) 最後のセンサーを設定し た後、 校正設定を続けます。

校正設定
ユーザーは、 各センサーの校正値を変更し、 設定できます。

また、 以下を行 う こ と も可能です 

• Cal Due 画面を表示するかど うかを選択する 

• 次の校正の期日までの日数を設定する

• 検知器のパスワー ド画面を表示し て、 Bump Test および校正操作を保護するかど うかを選択す

る

詳細情報は、 7.7 " 校正 " 章のフ ローチャー ト をご覧 く だ さい。
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図 5 校正設定

(1) この設定をスキ ッ プするには、  または  ボタ ンを押し ます。 ボタ ンが押されない場合、 以
下のよ う に続きます。

(2) q ボタ ンを押すとサブ メ ニューに入り ます。

最初のセンサーの校正ガス濃度が表示されます。

(3)  または  ボタ ンを押し、 値を変更し ます。

(4) q ボタ ンを押し、 値を保存し ます。

次のセンサーの設定画面が表示されます。

(5) 他のすべてのセンサーに対し て、 手順を繰り返し ます。

最後のセンサーを設定し た後、 ユーザーは CALDUE を設定するよ う に促されます。

(6)  または  ボタ ンを押し、 CALDUE を有効または無効に し ます。 

(7) q ボタ ンで確定し ます。

(8) CALDUE がオンに設定される場合  または  ボタ ンを押し、 日数を選択し ます

(9) q ボタ ンで確定し ます。

(10)  または  ボタ ンを押し、 校正パスワー ド  (CAL PW) 画面を有効または無効に し ます。

(11) q ボタ ンで確定し ます。

(12) 確認後、 ア ラーム設定を続けます。

アラーム設定
ユーザーはすべてのア ラームのオン / オフ を切り替え、 各センサーのア ラーム設定値を変更する こ

とができます。 詳細情報は、 7.8 " ア ラーム設定 " 章のフ ローチャー ト をご覧 く だ さい。

ア ラーム調整限度については、 5.1 " 出荷時設定ア ラーム閾値と設定値 " 章をご覧 く だ さい。 高ア

ラームの値は、 低ア ラームよ り も高い値のみに設定できます。

図 6 ア ラーム設定
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(1) この設定をスキ ッ プするには、  または  ボタ ンを押し ます。 ボタ ンが押されない場合、 以
下のよ う に続きます。

(2) q ボタ ンを押すとサブ メ ニューに入り ます。

(3)  または  ボタ ンを押すこ とによ り ア ラームのオン / オフ を設定。 

(4) q ボタ ンを押すと選択を確認し ます。

最初のセンサーの低ア ラーム設定値が表示されます。

(5)  または  ボタ ンを押し、 値を変更し ます。

(6) q ボタ ンを押し、 値を保存し ます。

最初のセンサーの高ア ラーム設定値が表示されます。

(7)  または  ボタ ンを押し、 値を変更し ます。

(8) q ボタ ンを押し、 値を保存し ます。

STEL ア ラーム設定値 ( 有毒ガスセンサーのみ ) が表示されます。

(9)  または  ボタ ンを押し、 値を変更し ます。

(10) q ボタ ンを押し、 値を保存し ます。

TWA ア ラーム設定値 ( 有毒ガスセンサーのみ ) が表示されます。

(11)  または  ボタ ンを押し、 値を変更し ます。

(12) q ボタ ンを押し、 値を保存し ます。

(13) 他のすべてのセンサーに対し て、 手順を繰り返し ます。

(14) 最後のセンサーを設定し た後、 時間と日付の設定を続けます。

メ タ ンの 60% LEL または容量 3.0% は、 プログラムできる最高の高アラーム設定値です。

装置設定で、 ユーザーが可燃性ガスア ラームをオフにする こ とができます。 可燃性ガスア ラームが

オフになる と、 可燃性ガスア ラームがオフになったこ と をユーザに示す唯一のイ ンジケーターが、

装置の電源投入中に発生し、 起動画面に可燃性ガスア ラームがオフになったこ とが示されます。 オ

ンになっている場合、 可燃性ガス高ア ラームが固定表示されます。

 ボタ ンを押すこ とによ り可燃性ガスア ラームを一時的に消音できます。 しかし、 ア ラームを発す

るガス濃度がまだ存在する場合、 検知器はア ラームに戻り ます。

時間と日付の設定
このサブ メ ニューは、 日付と時間を設定するためのものです。

詳細情報は、 7.9 " 時間と日付の設定 " 章のフ ローチャー ト をご覧 く だ さい。

図 7 日付と時間の設定

(1) この設定をスキ ッ プするには、  または  ボタ ンを押し ます。 ボタ ンが押されない場合、 以
下のよ う に続きます。

(2) q ボタ ンを押すとサブ メ ニューに入り ます。

(3)  または  ボタ ンを押すこ と で、 月を変更し ます。

(4) q ボタ ンを押し、 月を確定し ます。
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(5) 日、 年、 時間、 分に対し て、 この手順を繰り返し ます。

デフ ォル ト で、 時間は 12 時間形式で表示されます。

次に、 BT 設定画面が表示されます。

Bluetooth の操作を有効にする
検知器で、 Bluetooth 対応通信機能を設定できます。

(1)  ボタ ンを押し て、 Bluetooth 通信装置を有効化または無効化 ( オン / オフ ) し ます。

(2) q ボタ ンを押し て設定を受け入れ、 終了 ? ページに戻り ます。

3.5 Bluetooth の操作
Bluetooth 通信装置を操作するには、 Bluetooth が有効にな っている必要があ り ます。 第 3.4 " 検知器

設定 " 章を参照し て く だ さ い。

適切に動作するには、 適切なソ フ ト ウ ェ ア と と もに、 互換性がある Bluetooth ホス ト が必要です。 

Bluetooth のセキュ リ テ ィ

Bluetooth 接続は、 ペア リ ングの際に検知器および Bluetooth ホス ト の両方で二重に確認される必要

がある一意の 6 桁のピンで暗号化、 保護されます。

デ ィ スカバリーモー ド

この機器モー ド を使用し て、 Bluetooth ホス ト を初めて使 う検知器とペア リ ングするか、 以前検知器

と接続し ていた異なる Bluetooth ホス ト をペア リ ング し ます。

手動でデ ィ スカバリ モー ド に入るには :

(1)  ボタ ンを使って、 デ ィ スカバリ モー ド ページが表示されるまで、 通常操作モー ドのメ
ニューページを下へス ク ロールし ます。

(2) デ ィ スプレ イに 「dSCVRY YES」 と表示されるまで、  ボタ ン を押し ます。

(3) q ボタ ンを押すとデ ィ スカバリ モー ド に入り ます。

青い LED が高速で点滅し て、 検知器がデ ィ スカバリ モー ド である こ と を示し ます。

検知器を初めて Bluetooth ホス ト に接続する場合

(1)  検知器の電源が入ってお り、 デ ィ スカバリ モー ド である こ と を確認し ます

(2)  Bluetooth ホス ト で、 Bluetooth 検知器リ ス ト を探し ます。 リ ス ト から "A4X-xxxxxxxx" を選択
し ます。

 検知器および Bluetooth ホス ト の両方が、 一意の 6 桁のセキュ リ テ ィ コー ド を表示し て、
正しい検知器と ペア リ ングし ている こ と を確認し ます。 

(3) 6 桁のセキュ リ テ ィ コー ド が一致する こ と を確認し た後、  ボタ ンを押し て、 検知器でペア
リ ングのリ ク エス ト を確認し ます。 

(4) 同様に Bluetooth ホス ト も確認し ます。

Bluetooth が有効になっている と、 検知器の起動時に 5 分の間検知器が自動的にデ ィ

スカバリ モー ド になる こ と に注意し て く だ さ い。 また、 切断後の 5 分間もデ ィ スカバ

リ モー ド に入り ます。
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検知器の Bluetooth ホス ト へのペア リ ング

この検知器には、 統合的な RFID チ ッ プがあ り、 適切なソ フ ト ウ ェ アによ って RFID または NFC レー

ダーをサポー ト でき る Bluetooth ホス ト との高速な Bluetooth ペア リ ングプロセスを促進できます。

単に、 Bluetooth ホス ト の RFID または NFC リーダーを検知器の背面にある承認ラベルと直接揃える

だけです。 これで、 検知器および Bluetooth ホス ト  がペア リ ング され、 接続されます。

検知器の Bluetooth ホス ト への接続

これが、 Bluetooth ホス ト に接続される最後の検知器であれば、 Bluetooth ホス ト は、 Bluetooth が有

効である限り、 検知器がデ ィ スカバリ モー ド であるかど うかに関わらず検知器と接続できます。 6 

桁のコー ドの確認は表示されません。

Bluetooth ホス ト からの検知器の切断

この操作は Bluetooth ホス ト によ って開始されるので、 検知器には切断機能はあ り ません。

Bluetooth ホス ト 機能を使って、 意図的に検知器を Bluetooth ホス ト から切断し ます。

Bluetooth 接続での検知器の設定

検知器には、 Bluetooth 接続で検知器設定の更新を受け取れる機能があ り ます。 それには、 検知器お

よび Bluetooth ホス ト の両方で一致する 6 桁のセキュ リ テ ィ コー ド を確認する、 検知器と Bluetooth 

ホス ト のペア リ ングを成功させる必要があ り ます。 設定の変更が開始される と、 検知器で  ボタ ン

を押すこ と によ って、 リ クエス ト を確認する必要があ り ます。

Bluetooth 接続での避難ア ラー ト

検知器には Bluetooth 接続によ って避難メ ッ セージを受信できる機能があ り ます。 それには、 検知器

および Bluetooth ホス ト の両方で一致する 6 桁のセキュ リ テ ィ コー ド を確認する、 検知器と 

Bluetooth ホス ト のペア リ ングを成功させる必要があ り ます。 接続される と、 避難メ ッ セージが検知

器に送信された と きに、 デ ィ スプレ イに EVACUATE と表示し ながら、 検知器にア ラームが送られま

す。  ボタ ンを押すと避難メ ッ セージが停止し、 アラー ト を受信し たこ とが確認されます。  ボ

タ ンを二度目に押し て、 安全なエ リ アで避難ア ラー ト を リ セ ッ ト し ます。

3.6 データ ロギング
この検知器のデータ ログは、 GALAXY GX2 自動テス ト ス タ ン ド または MSA Link ソ フ ト ウ ェ アを使用

する PC 経由でダウンロー ド できます。

PC への検知器の接続

(1) 検知器の電源を入れ、 検知器のデータ リ ン ク通信ポー ト を PC の赤外線イ ン タ フ ェ ースに一
直線に並べます。

(2) PC で MSA Link ソ フ ト ウ ェ アを起動し、 アイ コ ンを ク リ ッ ク し て接続を開始し ます。

3.7 機能テス ト

ア ラームテス ト

検知器の電源を入れます。 次のこ と を検証し ます ：

• すべての液晶デ ィ スプレーセグ メ ン ト が一瞬有効になる

• ア ラーム LED が点滅し ます

• ホーンが一時的に鳴る 

• バイブレーシ ョ ンアラームが一時的に作動する。

検知器は、 ペア リ ング し ていた最後の Bluetooth ホス ト だけを再呼び出し し ます。 別

の Bluetooth ホス ト に接続する場合、 検知器を検出するデ ィ スカバリ モー ド にする必

要があ り ます。
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3.8 Bump Test

警告 

検知器が適切に機能し ているかを検証するため、 毎日の使用前にバンプテス ト を行います。 このテ

ス ト を行わないと、 重度の身体傷害を引き起こ し た り、 死に至る可能性があ り ます。

このテス ト によ り、 ガスセンサーが機能し ているかを素早 く 確認し ます。 検知器がバンプテス ト に

失敗し た場合、 精度を確保するため直ちに定期的な完全校正を行って く だ さい。 下記の手順に従い、

あるいはギャ ラ クシー GX2 テス ト ス タ ン ド を用いて自動的にバンプテス ト を行 う こ とができます。

CSA は (22.2 NO.152 に従って ) 、毎日の使用前に全体濃度が 25 ～ 50% に相当する既知濃度のメ タ ン

で可燃性センサーの感度をテス ト する こ と を求めています。 精度は、 実測値の 0 ～ +20 % の範囲内

である必要があ り ます。 第 3.10 " 校正 " 章に記載の校正手順を行 う こ と で、 精度を修正し ます。

機器

以下のコ ンポーネン ト の注文情報については、 ア クセサリの項をご覧 く だ さい。

• 校正チ ェ ッ クガスシ リ ンダ

• 0.25 liters/min. 流量レギュ レータ

• 内径 1/8 イ ンチ Superthane エステルチューブ

•  ALTAIR 4XR 校正キャ ッ プ 

Bump Test の実行

Bump Test に合格し た後、通常操作モー ド で √ 記号が表示され、バンプ LED が緑色で 24 時間点灯し

ます。

バンプテス ト の頻度は、 国または企業の規則で規定される こ とがよ く あ り ます。 しか

し、 一般的には毎日使用する前のバンプテス ト を行う こ とが、 認められた安全上の最

良の方法であ り、 そのため MSA の推奨事項です。

(1) 校正チ ェ ッ クガスシ リ ンダにレギュ レーターを接続し
ます。

(2) 通常操作画面で、  ボタ ンを押し、 「BUMP TEST?」
を表示し ます。

(3) 表示されるガス濃度が校正チ ェ ッ クガスシ リ ンダ と一
致するか確認し ます。 一致し ない場合、 3.4 " 検知器設
定 " 章で説明されている校正設定メ ニューを通じ て値
を調整し ます。

(4) 校正キャ ッ プを取り付けます (3.10 " 校正キャ ッ プを取
り付けます " 章を参照 )

(5) q ボタ ンを押し、 Bump Test を開始し ます。 校正ロ ッ
クアウ ト オプシ ョ ンを選択し た場合、 パスワー ド を入
力し ます。 砂時計が点滅し、 センサーがガスに反応し
ます。

(6) テス ト ガスシ リ ンダの減圧弁を開けます。

(7) bump testing の後、 弁を閉じ ます。

Bump Test  が完了し た後、 検知器は一時的に 「BUMP 

PASS」、 または校正に失敗し たセンサーのラベルと と もに

「BUMP ERROR」 を表示し ます。 その後、 通常操作モー ド に

戻り ます。 検知器が Bump Test に失敗し た場合、 3.10 " 校正

キャ ッ プを取り付けます " 章の説明に従って校正を行いま

す。
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3.9 バンプ LED
検知器は緑色のバンプ LED が装備されています。 この緑色の LED は、 以下の条件の下で 15 秒ご と

に点滅し ます ： 

• バンプ LED 機能が有効にな っている

• Bump Test の成功の後 (24 時間 )

• 検知器は通常の動作モー ド である

• 検知器がバッ テ リー低下警告またはア ラーム状態にない 

3.10 校正
この手順に従って、 あるいはギャ ラ クシー GX2 テス ト ス タ ン ド を用いて自動的に検知警報器を校正

できます。 7.7 " 校正 " を参照し て く だ さい。

0.25 L/ 分に設定し た流量レギュ レータ を用いて、 校正を行 う必要があ り ます。

バッ テ リー充電サイ クル ( 完全放電し たバッ テ リ ーの場合 ： 4 時間 ) が完了する前に中断された場

合、 校正を行 う 前に検知器の内部温度を安定化させるため 30 分間放置し ます。

注記 ： GALAXY GX2 テス ト ス タ ン ド は、 CSA 認定の校正方法ではあ り ません。

フ レ ッ シュエアセ ッ ト ア ッ プおよびゼロ校正

(1) 通常操作モー ド で  ボタ ン を 3 秒間長押し し ます。

(2) 校正ロ ッ クアウ ト オプシ ョ ンを選択し た場合、 パスワー ド を入力し ます。

その後、 ゼロ校正 ? 画面が表示されます。

通常の状況下では、 MSA では少な く と も 6 ヶ月ご とに校正を実施する こ と をお勧めし

ます。 しかし、 欧州の多 く の国では独自の指針があ り ます。 あなたの国の法令をご確

認 く だ さ い。

ゼロ手順をスキ ッ プ し、 校正 Span 手順に直接移動するには、  ボタ ンを押し ます。

30 秒間どのボタ ンな し押されない場合、 通常操作モー ド に戻る前に検知器はに Span 

校正を行う よ う促し ます。

はい パスワードが正
しいか?

いいえ
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• 校正ロ ッ ク アウ ト オプシ ョ ンが選択されていな

い場合 ： 

ZERO 画面が表示されます。

(3) 検知器を新鮮な空気に曝し た状態で q ボタ ン
を押し、 ZERO CAL? 画面を確定し ます。 セン
サーがリ フ レ ッ シ ュ し て、 ゼロ校正が始ま り
ます。

別の方法と し て、  ボタ ンを押し、 フ レ ッ シ ュ エアセ ッ ト ア ッ プ (FAS) を実行し ま

す。 詳細については、 3.2 " 電源投入およびフ レ ッ シ ュ エアセ ッ ト ア ッ プ " 章をご覧 く

だ さい。

ゼロ校正が完了し た後、 検知器は一時的に

「ZERO PASS」 または、 校正に失敗し たセンサーに

はフ ラグ と と もに 「ZERO ERR」 を表示し ます。

ゼロ校正中、 O2 センサーは、 必要に応じ て校正曲線を校正し ながら 20.8 % O2 の新鮮

な空気に対し て span 校正されます。 span 校正中、 O2 センサーの精度は、 校正曲線を

調整せずに既知の酸素ガス濃度に対し て確認されます。
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校正キャ ッ プを取り付けます

スパン校正

検知器に校正キャ ッ プを取り付けます :

(1) 検知器の溝に校正キャ ッ プのタ ブを差し込みま
す。

(2) 検知器に納まるまで、 示し たよ う に校正キャ ッ
プを押し ます。

(3) パチン と入るまで検知器に両側のタ ブを押し下
げます。

(4) 校正キャ ッ プが正し く 納ま ったかを確認し ます。

(5) チューブの一方の端を校正キャ ッ プに接続し ま
す。

(6) も う 一方のチューブの端をガスレギュ レータ 
（校正キ ッ ト に付属） に接続し ます。

Span をスキッ プするには、  ボタ ンを押し ます。 

30 秒間どのボタ ンな し押されない場合、 検知器は通常操作モー ド に戻り ます。

(1) ゼロが設定される と SPAN CAL? 画面が
表示されます。

(2) 校正チ ェ ッ クガスシ リ ンダにレギュ
レーターを接続し ます。

(3) 検知器に適切な校正ガスを接続し ます。

(4) 校正キャ ッ プを取り付けます (3.10 " 校
正キャ ッ プを取り付けます " 章を参照 )

(5) テス ト ガスシ リ ンダの減圧弁を開けま
す。

(6) q ボタ ンを押し、 検知器の校正 （span） 
を行います。

SPAN 校正が始ま り ます。

(7) SPAN 校正後、 弁を閉じ ます。
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センサーが寿命に近づいている場合、 「SPAN PASS」 表示の後、 センサーラ イ フ警告 (♥ 記号 ) が表

示されます。 検知器が通常操作モー ド に戻る際、 寿命に近づいているセンサーの種類と と もに ♥ 記

号が 15 秒間点滅し ます。 通常操作モー ド では、 ♥ 記号が継続的に表示されます。

校正の完了

(1) レギュ レータの弁を閉じ ます。

(2) 校正キャ ッ プを取り外し ます。

校正手順で、 校正テス ト に合格し たセンサーの span 値を調整し ます。 不合格だったセンサーは変更

せずにそのままの状態に留ま り ます。 残留ガスが存在する可能性があるため、 校正シーケンスを完

了し た後、 検知器が一時的に暴露ア ラームの状態になる場合があ り ます。

自動校正失敗

span 校正に失敗し た場合 ：

• 検知警報器が 1 つ以上のセンサーを校正できない場合、 SPAN ERR ページに移動し、  ボタ ン

が押されるまでア ラームが継続し ます。

• センサーが寿命に到達し、 交換する必要がある こ と を示すセンサーラ イ フ イ ンジケータが表示

されます ( ア ラーム記号と ♥ 記号 )。

span 校正に 2 回失敗し た場合に起こ り ます。

•  ボタ ンが押されるまで、 検知器はア ラーム状態に留ま り ます。

• 校正に成功する、 または問題のセンサーを交換するまで、 アラーム記号と ♥ 記号はデ ィ スプイ

に表示されたままの状態にな り ます。

3.11 時刻テス ト
この機能によ って、 ユーザーが設定し た間隔で検知器を自動的に校正できます。 この機能の最も一

般的な使い方によ って、 ユーザーは、 作業シ フ ト の開始前に検知器を自動的に校正するよ う に、  

ALTAIR 4XR およびギャ ラ クシー GX2 システムを設定できるよ う にな り ます。 このモー ド でギャ ラ

ク シー GX2 を設定する方法の詳し い説明は、 ギャ ラ クシー GX2 操作マニュ アル (" 自動テス ト  機能

" のセク シ ョ ン ) を参照し て く だ さ い。

アルテ ィ ア 4XR 検知器で、MSA Link ソ フ ト ウ ェ アまたはギャ ラ クシー GX2→ の装置設定ページのい

ずれかを使って、 以下の設定を行 う 必要があ り ます :

• 自動校正テス ト の場合、 校正期日を有効に し、 自動校正テス ト にゼロでない校正間隔を入力す

る必要があ り ます。

• 自動 bump testing の場合、 Bump Test 期日を有効にし、 ゼロでない Bump Test 間隔を自動 bump 

testing に入力する必要があ り ます。

適切な設定のため、ギャ ラ ク シー GX2 操作マニュ アルに記載されているすべてのギャ ラ クシー GX2 

設定を守って く だ さい。

• SPAN 校正が完了し た後、 検知器は一時

的に 「SPAN PASS」、 または校正に失敗

し たセンサーのラベルと と もに

「SPAN ERR」 を表示し ます。 その後、 測

定モー ド に戻り ます。

センサーがラ イ フに達し ている以外にも多 く の理由で span 校正が失敗する可能性が

あ り ます。 span 校正失敗が起こ った場合、 センサーを交換する前に、 校正ガスシ リ ン

ダ内の残留ガス、 ガスの使用期限、 校正キャ ッ プの固定などの項目を検証し、 校正を

繰り返し て く だ さい。
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4 メ ンテナンス
操作中にエラーが発生し た場合、 表示されるエラーコー ド を用いて適切な次の措置を決定し て く だ

さい。 検知器は定期的に点検し、 資格のある作業員が保守を行って く だ さい。 

警告 

本取り扱い説明書に記載の手順を超えた、 あるいは MSA が認めた以外の作業員による検知器の修理

または改造によ り装置が適切に機能し ない可能性があ り ます。 本取り扱い説明書に記載の保守作業

を行う 場合、 MSA 本来の交換部品のみを使用し て く だ さい。 

部品の代用は、 検知器の性能を著し く 損ない本質的な安全特性を変える、 あるいは規制当局の承認

を無効にする可能性があ り ます。 この警告に従わないと、 重度の身体傷害を引き起こ し た り、 死に

至る可能性があ り ます。

4.1 ト ラ ブルシューテ ィ ング

EN 60079-29-2 （可燃性ガスまたは酸素の検出および測定用装置の選択、 設置、 使用

および保守に関する指針） および EN 45544-4 （有毒ガスまたは蒸気の直接検出および

直接濃度測定用電気装置の選択、 設置、 使用及び保守に関する指針） を参照し て く だ

さ い。

問題 説明 対応

ERROR TEMP

温度が

-40°C (-40 °F) 以下、 また

は 75°C (167 °F) 以上。

検知器を通常の温度に 

戻し、 校正を再度行って く だ さ い。

MSA にご連絡 く だ さ い

ERROR EE EEPROM メ モ リ エラー MSA にご連絡 く だ さ い 

ERROR PRG フ ラ ッ シュ メ モ リ エ ラー MSA にご連絡 く だ さ い 

ERROR RAM RAM メ モ リ エ ラー MSA にご連絡 く だ さ い 

ERROR BT BLUETOOTH エ ラー MSA にご連絡 く だ さ い 

ERROR UNK 未知のエ ラー MSA にご連絡 く だ さ い 

 LOW BATT
60 秒ご とにバッ テ リ ー警告

が繰り返されます。

できるだけ早 く 使用を停止し、 バッ テ

リーを再充電する

 BATT ALARM
バッ テ リーが完全に放電さ

れています。

検知器はも う ガスを検知し ません。

操作を中止しバッ テ リーを再充電し ます。

ERROR CHARGE 充電エ ラー

検知器は 10 ℃ ～ 36 ℃の範囲で充電し て

く だ さい。

問題が継続する場合は MSA に連絡

SENSOR ERROR センサー不明
センサーが正し く 設置されているか確認

し ます

検知器の電源が入らない バッ テ リー低下 検知器を充電する

センサー警告 センサー寿命に近づいている

センサーア ラーム
センサー寿命に達し、 校正できません。

センサーを交換し、 再校正する。
または

（点滅） *

*
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* センサー警告およびセンサーア ラームは、 検知器が校正中にセンサー感度の低下を検出し たこ と

を示し ます。 センサー感度の低下に加えて、 span 校正中に校正ガスが期限切れ、 誤って適用され

た、 使用されなかった場合に、 検知器がセンサー警告またはセンサーア ラームを発する こ とがあ り

ます。 校正ガスの品質と校正ガス配送システムを確認し て く だ さ い。 再校正する と、 センサー警告

またはセンサーアラームの表示を消せる こ とがあ り ます。

4.2 ラ イブ保守手順 - センサーの交換および追加

警告 

コ ンポーネン ト が損傷を受けないよ う に し ながら、 センサーを慎重に取り外し、 再び設置し て く だ

さい。 そ う し ないと、 検知器の本質的な安全性が悪影響を受け、 誤った測定値が示され、 本製品を

頼り に し ている人が重度の人身傷害を被った り、 死亡する可能性があ り ます。

警告 

PC ボー ド を取り扱う 前には、 適切な方法で静電気を除去し て く だ さい。 これに従って頂かない場

合、 体からの静電気放電によ り電子部品に損傷を与える可能性があ り ます。 そのよ う な損傷は保証

の対象ではあ り ません。 静電気防止用ス ト ラ ッ プおよびキ ッ ト は、 電子部品業者から入手できます。

すべてのセンサーをまだ備えていない検知器にセンサーを追加するには、 も と も と未使用のセン

サーハウジングの前面からセンサープ ラグを取り外し ます。

(1) 検知器の電源が切れているか確認し ます。

(2) ケースのネジ 4 本を取り外し、 センサーガスケ ッ ト の方向に し っかり と注意し ながらケース
の前面を取り外し ます。

(3) 交換する予定のセンサーを優し く 取り出し、 適切に廃棄し ます。

a) 指のみを使い、 有毒ガス、 可燃性ガスまたは酸素センサーを ソケ ッ ト から真っ直ぐ引っ張
り ながら優し く 揺り動かし て取り外し ます。 

(4) 新しいセンサーの接点ピンをプ リ ン ト 回路基板上のソケ ッ ト に慎重に合わせ、 所定の位置に
し っかり と押し ます。

a)  センサーのタ ブをホルダー上部にある溝に合わせます。

b) 有毒ガスセンサーをセンサーホルダーの左側に差し込みます。 

c) O2 センサーをセンサーホルダーの右側に差し込みます。

d) 可燃性ガスセンサーをセンサーホルダーの中央に差し込みます。 

e) センサーを取り付ける予定がない場合、 センサープ ラグが所定の位置に適切に取り付けら
れているか確認し ます。

(5) ケース前面を再び取り付けます。

(6) ネジを再び取り付けます。

a) それぞれのネジを 6.00 in-lbs (+/- 0.25 in-lbs) または 0.678 Nm (+/- 0.028 Nm) の ト ルク値で
締めて、 検知器の IP 68 評価を維持し ます。

(7) 検知器の電源を入れます。 

検知器ケースが開いている間は、 金属製 / 導電性の物またはツールで内部コ ンポーネン ト

に触れないで く だ さ い。

検知器の損傷が生じ る可能性があ り ます。
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(8) センサーが安定し た後、 検知器を校正し ます。

警告 

センサーを取り付けた後、 校正が必要です。 そ う し ないと、 検知器は期待し た通り に機能し な く 、

安全について本製品を頼り に し ている人が重度の身体傷害を受けた り、 死に至る可能性があ り ます。

4.3 清掃
• 日常的洗浄 ： 湿った布のみを用いて、 検知器の外側を定期的に洗浄し ます。 多 く の洗浄剤は、

可燃性ガスセンサーに損傷を与えるシ リ コ ンを含むため、 洗浄剤を使用し ないで く だ さ い。

• 埃や汚れへの曝露 ： 乾燥し た柔らかい剛毛のブ ラ シを使用し て、 特にセンサーの開口部を中心

に装置に堆積し た埃や汚れを取り除きます。 ブ ラ ッ シング後もセンサーエ リ アに埃や汚れが付

着し ている場合は、 真空を使用し て残っている粒子を除去し ますが、 ガス検知器から少な く と

も 1.3 cm （1/2 イ ンチ） の距離を保って く だ さい。

• 水への曝露 ： 装置が水に浸かった場合は、 装置のセンサー側を下に し て、 センサー領域から水

を静かに取り去り ます。 残りの水は、 きれいな乾いた布で取り除きます。

4.4 保管
使用し ていない場合、 18 °C (64 °F) ～ 30 °C (86 °F) の安全で乾燥し た場所で検知警報器を保管

し て く だ さ い。 保管後、 使用する前には検知警報器の校正を必ず行っ て く だ さ い。 

4.5 納品の範囲
適切な緩衝材を用いて本来の輸送箱に検知器を詰めます。 本来の箱がない場合、 同等の箱を代用し

て く だ さい。 

交換し たセンサーが、 以前のセンサーと同じ場

合 ：

交換し たセンサーが、 以前のセンサーと同じ で

はないか、 このセンサーが無効だった場合 ：

• 検知器は通常通り に起動し ます。

• 検知器は、 新しいセンサーが取り付けられ

ている こ と を自動的に検出し、 「SENSOR 

DSCVRY」 画面を表示し ます。 

• 検知器は違いを自動的に検知し、

「SENSOR CHANGE」 と表示し ます。

• 画面に 「ACCEPT?」 と表示されます。

–  ボタ ンで変更を受け入れる、 また

は ボタ ンで拒否し ます。

– センサー設定に移動し、 該当するセ

ンサーをオンに し ます （→ 章 3.4 "

センサー設定 "）。

校正の前には少な く と も 30 分間センサーを安定させるために室温で放置し ます （→ 

3.10 " 校正 " 章）。
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5 技術データ

* 認定 0 ～ 25 vol.% O2

特殊 EX-H および EX-M センサーの技術および性能仕様は、 標準 EX センサーと同じ です。

重量 7.9 oz./224 g [ 検知器と、 バッ テ リーと ク リ ッ プを含む ]

寸法

( 長さ x 幅 x 高さ )

4.4 x 3.00 x 1.37 イ ンチ /112 x 76 x 33 mm 

– 締め付けク リ ッ プ無し

ア ラーム
4 x ガスアラーム LED、 充電状態 LED、 警報音、 バイ ブレーシ ョ ンア ラー

ム

警報音ア ラームの 

ボ リ ューム
標準的に 30 cm の位置で 95 dBA

デ ィ スプレ イ 液晶デ ィ スプレー

バッ テ リーの種類
充電式リ チウムポリ マーバッ テ リ ー。

危険な場所で充電し てはいけません。

検知器稼働時間

（Bluetooth オフ）
25 °C (77 °F) で 24 時間

充電時間
≤ 4 時間

最大安全領域充電電圧 Um = 6.7 VDC

起動時間 2 min

温度範囲

14 ～ 104 °F (-10 ～ 40 °C) 標準動作範囲

-40 ～ 140 °F (-40 ～ 60 °C) 拡張動作範囲

50 ～ 95 °F (10 ～ 35 °C) バッ テ リー充電中

-40 ～ +140 °F [-40 ～ 60 °C]、 本質安全に対し て

湿度範囲
15 ～ 90%、 相対湿度、 結露無し

5 ～ 95%、 断続的相対湿度

大気圧範囲 800 ～ 1200mbar

保護 

等級
IP 68 (2 メ ー ト ルで 45 分 )

測定 

方法

可燃性ガス ： 触媒センサー

酸素 ： 電気化学センサー

有毒ガス ： 電気化学センサー

可燃性 O2* CO H2S

測定範囲
0 ～ 100 % LEL

0 　 ～ 5.00% Vol.CH4

0 ～ 30 % Vol.
0 ～ 1999 ppm

0 ～ 1999 mg/m3

0 ～ 200 ppm

0 ～ 284 mg/m³

H2S-LC NO2 CO-H2 SO2

0 ～ 100 ppm 0 ～ 50 ppm 0 ～ 1999 ppm 0 ～ 20 ppm

ppm から mg/m³ への変換は 20 ℃ (68 °F)、 大気圧で計算されます。
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5.1 出荷時設定ア ラーム閾値と設定値

確なア ラームレベルは国や企業の規制によ って異なるため、 モニ ターまたは校正証明

書を調べ く だ さい。

センサー 低ア ラーム 高ア ラーム STEL TWA

EX (% LEL) 10 20 -- --

EX-H (% LEL) 10 20 -- --

EX-M  (% vol) 0.5 1.0 -- --

O2 (% vol) 19.5 23.0 -- --

H2S (ppm) 10 15 15 10 

H2S-LC(ppm) 5 10 10 1

CO (ppm) 25 100 100 25

NO2 (ppm) 2 5 5 2

SO2 (ppm) 2 5 5 2

センサー 最小ア ラーム設定値 最大ア ラーム設定値

EX (% LEL) 5 60

EX-H (% LEL) 5 60

EX-M  (% vol) 0.1 3.0

O2 (% vol) 5 24

H2S (ppm) 5 175

H2S-LC (ppm) 1 70

CO (ppm) 10 1700

NO2 (ppm) 1 47.5

SO2 (ppm) 1 17.5

センサー デフ ォル ト 校正点 最小校正点 最大校正点

EX (% LEL) 58 5 100

EX-H (% LEL) 58 5 100

EX-M (% vol) 2.5 0.1 5.0

O2 (% vol) 15.0 5.0 30.0

H2S (ppm) 20 5 200

H2S-LC (ppm) 20 1 70

CO (ppm) 60 10 1700

NO2 (ppm) 10 1 50

SO2 (ppm) 10 1 20



アルテ ィ ア ® 4XR 43

技術データ

JP

5.2 性能仕様

可燃性ガス

機能 オプシ ョ ン

装置パスワー ド 000 ～ 999

Cal Due 日数 1 ～ 180

可燃性ガスの種類
メ タ ン、 ブ タ ン、 プロパン、 ペン タ ン、 ノ ナン、

水素、 可燃性

ガス測定単位

• 可燃性ガスセンサー

• 有毒ガスセンサー

• % LEL または CH4

• ppm または mg/m3

定期ログ収集レー ト
オフ、 15 秒、 30 秒、 1 分、 3 分、 5 分、 10 分、

15 分

バッ ク ラ イ ト  タ イムアウ ト
オフ、 10 秒、 30 秒、 1 分、 3 分、 5 分、 10 分、

オン

範囲 0 ～ 100 % LEL または 0 ～ 5 % CH4

分解能 1 % LEL または 0.05 % vol CH4

再現性

3 % LEL、 0 ～ 50 % LEL の測定値

または 0.15 % CH4、 0.00 ～ 2.50 % CH4

( 標準温度範囲 )

5 % LEL、 50 ～ 100 % LEL の測定値

または 0.25 % CH4、 2.50 % ～ 5.00 % CH4

( 標準温度範囲 )

5 % LEL、 0 ～ 50 % LEL の測定値

または 0.25 % CH4、 0.00 % ～ 2.50 % CH4

( 拡張温度範囲 )

8 % LEL、 50 ～ 100 % LEL の測定値

または 0.4 % CH4、 2.50 % ～ 5.00 % CH4

( 拡張温度範囲 )

応答時間
15 秒 ( ペン タ ン ) および 10 秒 ( メ タ ン ) 以内に最終測定値の 90 % ( 標準温

度範囲 )
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校正シ リ ンダを用いた汎用校正の可燃性ガス相互参照係数 ( 部品番号 10053022)

応答に関する注記

(1) 一部の化合物は、 触媒作用を阻害または抑制する こ とによ って、 または触媒表面で重合する
こ とによ って、 可燃性ガスセンサーの感度を落とす可能性があ り ます。

(2) 表示される % LEL 値に上記の変換係数を掛け、 正確な % LEL を入手し ます。

(3) 可燃性ガスの内容が分かっている場合に限り、 これらの変換係数を使用し て く だ さい。

(4) すべての係数は、 IEC 100 % LEL レベルに基づいています

a) つま り、 メ タ ン 100 % LEL = 4.4 Vol %、

b) ペン タ ン 100 % LEL = 1.1 Vol %

c) プロパン 100 % LEL = 1.7 Vol %

(5) これらの変換係数は標準的な ものです。 個々の単位は、 これらの値から ±25 % 変わる可能性
があ り ます。

(6) 結果は、 指針のためだけに使用できます。 最も正確な測定を行 う には、 調査対象のガスを用
いて検知器を校正し て く だ さ い。

(7) 標準 EX、 特殊 EX-H、 EX-M センサーの換算係数は EX-H、 
ノ ナン、 o-Xylene 以外は同じ です。 そのため、 これら 2 つの蒸気の変換係数は、 特に表に記
載されています。

可燃性ガス

メ タ ン校正

1.45 Vol % CH4

33 % LEL に設定

ペン タ ン模擬ガス校正 

1.45 Vol % CH4 

58 % LEL に設定 

アセ ト ン 1.09 0.62

アセチレン 1.07 0.61

ブ タ ン 1.37 0.79

シ ク ロヘキサン 1.94 1.11

ジエチルエーテル 1.43 0.82

エ タ ン 1.27 0.73

エ タ ノ ール 1.16 0.66

エチレン 1.09 0.62

ガソ リ ン 1.63 0.93

n- ヘキサン 1.86 1.06

水素 0.98 0.56

イ ソ ブ タ ン 1.63 0.93

イ ソ プロピルアルコール 1.55 0.88

メ タ ン 1.00 0.57

メ タ ノ ール 0.93 0.53

メ チルエチルケ ト ン 1.69 0.97

ノ ナン 4.48 2.56

EX-H センサーによる ノ ナン 3.03 1.73

ペン タ ン 1.90 1.00

プロパン 1.39 0.79

プロピレン 1.14 0.93

ト ルエン 2.09 1.19

キシレン 4.83 2.76

EX-H センサーによるキシレ ン 3.57 2.04
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酸素

酸素センサーには温度補正機能が内蔵されています。 しかし、 温度が劇的に変わる と、 酸素セン

サー測定値が変わる可能性があ り ます。 影響を最小限に抑えるために、 30 ℃ (86 °F) 以下の作業場

所温度で装置をゼロに設定し ます。

* 認定 0 ～ 25 vol.% O2

一酸化炭素

範囲 0 ～ 30 vol.% O2*

分解能 0.1 vol.% O2

再現性 0 ～ 30 vol.% O2 に対し て 0.7 vol.% O2

応答時間 

( 最終測定値の 90%)
<10 秒 ( 標準温度範囲 )

センサー交差感受性 酸素センサーには共通の交差感受性があ り ません。

データは、 テス ト ガスの利用によ って生じ る PPM 単位で示された出力と し て示され

ます。

範囲 0 ～ 1999 ppm (0 ～ 1999 mg/m3) CO

分解能 1 ppm (1.2 mg/m3) CO、 0 ～ 1999 ppm に対し て

再現性

±5 ppm (5.8 mg/m3) CO または測定値の 10 %、 

どち らか大きい方 

( 標準温度範囲 )

±10 ppm (11.6 mg/m3) CO または測定値の 20 %、 

どち らか大きい方

応答時間 15 秒以内に最終測定値の 90 % ( 標準温度範囲 )

利用されるテス ト ガス 利用される濃度 (PPM)
CO チャ ンネル % 

交差感受性

硫化水素 (H2S) 40 0

一酸化炭素 (CO) 100 100

一酸化窒素 (NO) 50 84

二酸化窒素 (NO2) 11 0

二酸化硫黄 (SO2) 9 -4

塩素 (Cl2) 10 0

シアン化水素 (HCN) 30 -5

アンモニア (NH3) 25 0

ト ルエン 53 0

イ ソ プロパ ノ ール 100 -8

水素 (H2) 100 48
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硫化水素

硫化水素低濃度 (H2S-LC)

二酸化窒素

範囲 0 ～ 200 ppm (0 ～ 284 mg/m3) H2S

分解能
1 ppm (1.4 mg/m3) H2S、

3 ～ 200 ppm (4.3 ～ 284 mg/m3) H2S

再現性

±2 ppm (2.8 mg/m3) H2S または測定値の 10 %、 

どち らか大きい方 （標準温度範囲）

0 ～ 100 ppm (0 ～ 142 mg/m3) H2S、

±5 ppm (7,1 mg/m3) H2S または測定値の 10 %、 

どち らか大きい方

応答時間 15 秒以内に最終測定値の 90 % ( 標準温度範囲 )

利用されるテス ト ガス 利用される濃度 (PPM)
H2S チャ ンネル % 

交差感受性

硫化水素 (H2S) 40 100

一酸化炭素 (CO) 100 1

一酸化窒素 (NO) 50 25

二酸化窒素 (NO2) 11 -1

二酸化硫黄 (SO2) 9 14

塩素 (Cl2) 10 -14

シアン化水素 (HCN) 30 -3

アンモニア (NH3) 25 -1

ト ルエン 53 0

イ ソ プロパ ノ ール 100 -3

水素 (H2) 100 0

範囲 0 ～ 100 ppm H2S

分解能 0.1 ppm H2S

再現性 ±0.2 ppm H2S または測定値の 10 %、 どち らか大きい方 ( 標準温度範囲 )

±0.5 ppm H2S または測定値の 20 %、 どち らか大きい方 ( 拡張温度範囲 )

応答時間 ( 標準 ) 15 秒以内に最終測定値の 90 % ( 標準温度範囲 )

範囲 0 ～ 50 ppm NO2

分解能 0.1 ppm NO2

再現性 ±1 ppm NO2 または測定値の 10 %、 どち らか大きい方 ( 標準温度範囲 )

±2 ppm NO2 または測定値の 20 %、 どち らか大きい方 ( 拡張温度範囲 )

応答時間 ( 標準 ) 20 秒以内に最終測定値の 90 % ( 標準温度範囲 )
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二酸化硫黄

水素耐性 CO (CO-H2-RES)

5.3 XCell センサー特許
• US 8826721

• US 7959777

• US 8702935

• US 8790501

• さ らに特許出願中

範囲 0 ～ 20 ppm SO2

分解能 0.1 ppm SO2

再現性
±1 ppm SO2 または測定値の 10 %、 どち らか大きい方 ( 標準

温度範囲 )

±2 ppm SO2 または測定値の 20 %、 どち らか大きい方 ( 拡張

温度範囲 )

応答時間 ( 標準 ) 20 秒以内に最終測定値の 90 % ( 標準温度範囲 )

範囲 0 ～ 2000 ppm CO

分解能 1 ppm CO

再現性
±5 ppm CO または測定値の 10 %、 どち らか大きい方 ( 標準温

度範囲 )

±10 ppm CO または測定値の 20 %、 どち らか大きい方 ( 拡張温

度範囲 )

応答時間 ( 標準 ) 20 秒以内に最終測定値の 90% ( 標準温度範囲 )

耐水素性 < 5 %
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6 注文情報

説明 部品番号

センサー交換キッ ト

EX 10106722

EX-H 10121211

EX-M 10121212

O2 10106729

CO/H2S 10106725

CO/H2S-LC 10121213

CO-H2/H2S 10121214

CO/NO2 10121217

SO2/H2S-LC 10121215

修理キ ッ ト

ダス ト フ ィ ルター付き フ ロン ト ハウジング

• チャ コール 10178360

• 燐光性 10178361

LCD アセンブ リ 10179265

ステンレススチールサスペンダーク リ ッ プ、 ネジ、 センサーガスケ ッ ト 10110062

ステンレススチールサスペンダーク リ ッ プ 10069894

電源

充電コネク タ付き電源

• 北米 10092233

• 世界仕様 10092938

電源付き充電ク レー ド ル

• 北米 10087368

• 欧州 10086638

• オース ト ラ リ ア 10089487

車載用充電ク レー ドル 10095774

校正

減圧弁 0.25 L/min 467895

校正アセンブ リ ( キャ ッ プ、 チューブ、 コネク タ ) 10089321

校正ガスシ リ ンダ 58L 4- ガス混合

(1.45% CH4, 15% O2, 60 ppm CO, 20 ppm H2S) 

• 北米 10045035

• 欧州 10053022

ア ク セサリ

アルテ ィ アポンププローブ

• 北米 10152669

• ATEX/IEC 10152668

• 中国 10150031

USB コネク タ付き JetEye IR アダプ タ 10082834

ご要望に応じ て、 ギャ ラ ク シー GX2、 および追加ア クセサリ を入手できます。
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7 付録
7.1 起動シーケンス ( 電源投入 )

電源投入から
(     を押す)

通常操作開始
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7.2 フ レ ッ シュエアセ ッ ト ア ッ プ (FAS)

起動シーケンスから

通常操作開始

� を押すか、10 秒待つ

    を押す
キーを押す

はい いいえ
FAS OK?
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7.3 リ セ ッ ト 画面制御

バンプへ

ボタン? 

ボタン?

3 秒間     を長押し 5 秒間     を長押し 

検知器オフ 

CAL モード 
    を押す 

バンプページ 

    を押す     を押す 

    を押す

バンプを行う測定

次のページへ

通常操作から 
(メインページ) 

校正へ 
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� を押す

� を押す

� を押す

� を押す

� を押す

� で、はい/
いいえを設定

� でオン/オ
フを設定

� を押す

押す

前のページから

通常操作開始

   を押す

を押す

を押す

を押す

メインページ

ボタン?

ボタン?

ボタン?

ボタン?
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7.4 Bump Test

� を押す

� を押す

ボタンなし
ボタン?

 ボタン

通常操作開始

通常操作開始

通常操作から (メインページ)
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7.5 オプシ ョ ン設定

はい いいえ

ボタン? 
または設定

センサー設定へ

通常操作開始 時刻/日付設定へ アラーム設定へ

校正設定へBluetooth 
設定から

日付/時刻
設定から

Bluetooth 
設定へ

アラーム
設定から

校正設定から

パスワードが
正しいか?
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7.6 センサー設定

� または p でセンサーを設定
 でセンサーを確認設定オプショ

ンから

可燃性

校正設定へ
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7.7 校正

3 秒間 � を長押しした場合
に測定ページから

通常操作に戻る

� を押す 

� を押す 

� を押す いいえ

     を押す

 を押す

はい

ゼロ校正

スパン校正

校正完了

ゼロ校正を行う?

スパン校正を行う?



アルテ ィ ア ® 4XR 57

付録

JP

設定オプションから

アラーム設定へ



アルテ ィ ア ® 4XR 58

付録

JP

7.8 アラーム設定

� または � アラームを設定 

設定オプションから

時刻/日付設定へ

アラームのオン
/オフを設定

可燃性

     でアラームを確認
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7.9 時間と日付の設定

� または q で時刻/日付を設定 
 で時刻/日付を確定 

設定オプションから

BT 設定へ
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7.10 Bluetooth 設定

設定オプションから

設定終了へ



For local MSA contacts, please visit us at MSAsafety.com

MSA EUROPE GmbH
Schlüsselstr. 12
8645 Rapperswil-Jona
Switzerland

www.MSAsafety.com
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